
2023 年の 1 月と 2 月流星群活動 

IAU(国際天文連合)リストを独自に眼視観測チェック 

A Visual Observation for IAU Meteor showers by original way 

河越彰彦 

概況(アウトライン) 

2023 年も昨シーズンにもまして厳寒で始りました。そのため観測時間は少なく、2 月とと

もにあわせてまとめることになりました。表 1 の観測量で表 2 の結果を得ています。 

図 1 に観測対象とした 43 個群の結果を色別表示します。凡例にあるように赤丸●が確実

な活動が確認できたもので僅か 2 個でした。やや確実(別表にある、かんむり座α群)なもの

を含めても 3 個です。筆者独自の評価基準で生き残る流星群はとても少ないです。 

解説 

(1) しぶんぎ座流星群(QUA)は月明の影響だけでなく、全般的に低調でした。４日の５時

過ぎにやや活発になりましたが HR10 を越えません。その後の観測はできていません。

この付近で活動する流星群(例えば、りゅう座α流星群 DAD)も平穏でした。 

(2) １月 31/1 に、かんむり座に弱い流星群活動を認めました。流星数が 3 個(170 分)なの

で確実な保証はできませんが、IAU リスト(注１)に近いものがあります。実は半世紀

も前からこの時期、かんむり座に放射点をもつ高速度の流星群の存在に気づいていま

す。前川光先生(故人・横浜天文研究会会長)や筆者は２月上旬まで追跡しています。 

(3) ２月は 26/27 に、しし座尾部のα170°δ+14 付近から 5 個(365 分)が放射しました。

放射点の広がりが 5～6 度あります。複数の流星群のなせる偽放射点の可能性もある

ので、後ほど検討します。HRは 1 以下です。 

(注１) №429,ACB､かんむり座α流星群。 

放射点の検討 

２月 26/27 に観測した放射点の確実性は、単点眼視観測の弱点の現れといえます。軌道要

素情報をもたないため決定的な証拠に欠けますが、図 1 を参照しながら検討を始めます。 

図 1 のほぼ中央の●がこの放射点で、この夜は観測流星 5 個のうち東方向と南方向にそれ

ぞれ 2 個ずつ、残り 1 個が西方向に出ているから、まずこの飛跡の東西方向から探すと(δ

+10°付近)該当流星群は、SDL(しし座レグレス以西)と NDL(レグレス近東方)があります。



東にはなし。また南方向へ向かったものはほぼα170°に沿っています。南方向には FLO、

FLS が該当しますが北にはなし。これらを表 3 に一覧します。活動期間と速度から見ると

SDL と NDL の可能性は低くなってしまいます。消去法で FLO と FLS が残ります。筆者の

昨年 2 月 25/26 と 27/28 に FSL 出現の実績があるので、№891 ２月しし座σ流星群が有力

だと考えます。昨年は筆者自身以下のコメントをしています。 

「しし座の後足、尾部、おとめ座のしし座境界付近に集まりそうな雰囲気であった」。平たく

言うと、放射点が精度よく決まらないという嘆きです。FSL によく似ているがδが 10°ほど

高い (黄緯が大きい) 流星群だと判断するのが妥当でしょう。FSL と断定できないのが眼視

観測の限界です。 

1 月、2 月分終わり。 

 



 

 

 

以下の流星群名称は和名命名ルールに基づいた名称で統一した。 

 



 

 

 

 


